
 

 

 
［2018.9.15発行 編集担当:森田 耕太郎］ 

今年度も、前半を終えようとしていますが、大阪北部地震、西日本豪雨、猛暑などの異常気象や自然災害に見舞われた半年でした。 
17年目のNPO法人Arts Planet Plan from IGAの活動も紆余曲折がありますが、流れに身を任すかのような緩やかな運営です。 
嫋やかに穏やかに静かに実りを待ちたいところですが、未だ、中々難しいようです。実働できる事務局スタッフ大募集です！！ 

 風と土のふれあい芸術祭 in伊賀 2018 開催迫る！ 

穴窯焼成及び作陶会の参加者大募集中！ 

年度の主な活動記録 

2002年度から始まった芸術祭。2008年度に会場を
矢持地区市民センター（旧矢持小学校）に移して11
年目になります。かたち展は、一般部門 51 名が 78
点を、ジュニア部門は 10名が 14点を、それぞれ出
品される予定です。旧校舎の建物・教室、屋上、和
室、グランド、プールなどを生かした展示が毎回、
好評です。アートフェア部門は、工芸作品や地元の
農産品や食品の販売などのフリーマーケットや造形
ワークショップ、演奏、パフォーマンスなどもあり、
今から楽しみです。24人・団体が出展・出演の予定
です。また、地元の住民組織・団体との実行委員会
方式にして運営するのは、2013 年度以降、今回で 6
回目です。風(他地域)と土（地元）とが、ふれあい(交
流)、新たな風土（文化）が生まれることを望んでい
ます。参加者が新規の出品・出展者を誘って頂き、
広がりが増えています。今回で通算15回目を迎える
風と土のふれあい芸術祭 in 伊賀 2018。今年は、地
域の秋祭りとも連携して日程を 10 月下旬にしまし
た。10月20日（土）から28日（日）の期間です。
秋の景色と芸術作品を味わいに伊賀にお越しくださ
い。実行委員会として、「いがぶら2018」にも期間
中の平日に 4 プログラムを５日間、ノミネートし開
催します。詳しくは、いがぶらのHPをご覧ください。          

(実行委員会：森田 耕太郎) 
 

 自主活動グループ「粘土カフェ」は、２年振り、９回目となる穴窯焼成を実施
します。薪窯に作品を入れて焼成したい方、薪割りや窯焚きの作業をやってみた
い方など、経験の有無を問わず、新たな仲間を募集中です。 
＜今後の予定＞ 
秋の薪割り合宿：９月15日(土)10:00～17日(月祝)17:00まで 
作陶会：10月22日(月)・23日(火)、11月17日(土)・18日(日) 
作品の持ち込み：11月18日(日)・12月２日(日) 
窯のあぶり：12月13日(木)午後 
窯詰め：12月14日(金)・15(土)・16日(日) 
窯焚き：12月20日(木)10:00集合～24日(月祝)、及び25日(火)予備日・片付け

まで。 
窯出し：2019年１月20日(日) 
詳しくは、本法人のホームページまたは、穴窯焼成参加者募集のチラシをご覧

ください。 
 また、「いがぶら 2018」に、風と土のふれあい芸術祭 in 伊賀 実行委員会提供
のプログラム№51で、穴窯焼成を前提とした作陶会を、芸術祭会場の伊賀市矢持
地区市民センター（旧矢持小学校）で、10月 22、23日に開催。同日、第 3回実
技講習会としての作陶会も同じ会場で開催します。奮ってご参加ください。 
                                  （粘土カフェ担当：田上 早百合） 

 
 
 

 



 

 

  

  
第1回実技講習会『竹の楽器づくり』開催報告 

第１回実技講習会は、昨年に引き続き、竹を使っての楽器
づくり。会員６名の方にご参加いただき、バリンビンとカタ
カタをつくりました。 
バリンビンは、竹にスリットを入れて、叩いて音を響かせ

ます。竹を切ったり削ったり、穴をあけたり。できあがって
くるとあちこちでビーン、ビィーンという音が。引き続いて
のカタカタは、こどもの玩具としても、木でつくられたもの
がよく見かけられます。こちらは、できあがってくると、名
前のようにカタカタという音が響きました。響きが生まれた
あとは、模様をつけたり、彩りに糸を巻いたりして仕上げて
いただきました。 
ご参加の皆さま、ありがとうございました。 
 

（第1回実技講習会担当：森田 佳子） 
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自主活動グループ 合同夏合宿 開催報告 

 

 事務局からのお願い 

◎ 本法人は皆様方からご納入いただきました会費で運営されております。常々、ご協力ありがとうございます。  
未納の方は、早めの納入にご協力をお願いいたします。大人５口以上（学生３口以上）の方も大歓迎です。 

［郵便局］ゆうちょ口座：００８９０-１-１０６３４６ ＮＰＯ アーツ プラネット プラン フローム イガ  
［他行〜］ゆうちょ銀行 金融機関コード ９９００ 店番 ０８９ 店名 〇八九店（ゼロハチキュウ店） 
         当座 ０１０６３４６ アーツプラネットプランフロームイガ 

  (会計：芝田 真美) 

  
8月17日（金）〜19日（日）、粘土カフェと庵プロジェクトの自主活動グループが合同で

夏合宿を行いました。 
 粘土カフェの３日間の参加者は、のべ21名（うち一般参加者は子供３名を含む７名）でし
た。怪我はありませんでしたが、数々のアクシデントに見舞われました。６月に運び込んだ
間伐材で薪棚がいっぱいになったのでうっかりしていて、１日目、張り切って割っていると、
全て割ってしまい、割るべき材木が無くなってしまったのです。急遽、上野森林公園にお尋
ねし、ご提供いただけるや、メンバーに軽トラで来てもらい、２日目早朝、４名で２往復の
間伐材を搬入しました。ところが、１日目に使い過ぎたせいでしょうか、今度は、電動薪割
り機が動かなくなってしまい、手斧ですることに…。薪割り機は修理に持っていくという思
いがけない事態になりました。こんなことで、今回の薪束は47束（合計384束）です。残り
の材木を玉切りにし、薪棚の整理と草刈り、作陶などもして終了しました。 
庵プロジェクトの参加者は17日と19日は１名で、18日は２名の学生が駆けつけてくれて、

柱の製材、土手の草刈りなどをやってくれました。柱を後何本か調達すれば組み上げていけ
るかなあ。という感じです。              

(自主活動グループ担当：田上 早百合・石津 勝) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (自主活動グループ担当：石津 勝) 

 第2回実技講習会は、柿渋づくりでした。数年前に有志で一度、
チャレンジしたのですが。熟成の段階で上手くいきませんでした。
今回は、リベンジプログラム。8 月 20 日（土）に開催。参加者は
一般1名、法人会員9名の計10名でした。朝、10時に近鉄「伊賀
神戸」駅前に集合。自家用車4台に分乗して、一路、月ヶ瀬に。元
会員の親族の方の柿林で鶴の子柿を400個以上は採集。月ヶ瀬温泉
で、昼食の後、西青山のアトリエに移動。柿の洗浄、細切れにして
ミキサーで粉砕。玉葱のネットで搾汁。1～2 日で発酵の予定。今
回は複数の柿渋制作の方法を試行。各自、自宅でそれぞれの方法で
熟成します。1～2 年後が楽しみです。また、できあがった柿渋を
持ち寄り、相互に、それぞれの熟成法や使用例を結果報告したいも
のです。参加頂いた皆様、暑い中、お疲れ様でした。  

（第2回実技講習会担当：森田 耕太郎）  

第2回実技講習会「柿渋づくりに挑戦！」開催報告 

 

 

 

 


